






































まず、(la)には、 「医者Jをいわゆる f非飽和名詞JIのパラメータの値とし r(あ








































































(4)は、いわゆる f指示的に不透明な文脈 (referentiallyopaque∞ntext) Jであり、以
前より「指示的に透明な文脈 (referentiallytransparent∞ntext) Jとの違いが指摘されて
きた文である。 (5)は、 Donnellan(1966) における名詩句の「指示的用法 (referential










3. 1 r指示的に不透明な文脈j と「指示的に透明な文脈J
議論の都合上、まずは f指示的に不透明な文脈Jと f指示的に透明な文脈jの暖味
性のj習題から晃ていきたい。よく知られているように、 f探すJ r信じるJ r知って





















































































































透明な文脈Jとされる環境から、 (11)のような、 「内包的他動詞j ではないが内包性
が関与すると考えられる述語が用いられた環境を差し引し 1た範囲を指す。
次節から、 「内包的文脈j と「外延的文脈j としづ概念、が、従来的な意味における
f指示的に不透明な文脈J r指示的に透明な文脈Jに限らず、他の意味論的環境にお
いても適用可能であることを示してし 1く。
3. 2 r帰属的用法j と「指示的用法j
次に、 Donnellan(1966)が指摘した名詞句の「帰属的用法j と「指示的用法Jとい
う区別を取り上げたい。 Donnellan(1966) は、次のような文に「帰属的用法j と「指
示的用法j としづ唆味性が見られると指摘している。 2
(13) Smith's murderer is insane. (スミスを殺した奴は精神異常者だ。)
2Donne日出 (1966)は iWhois the man dt泊凶gam創出?(マティー ニを飲んで、し、る男は誰だ?)J 
というような例も取り上げているが、 Nishiyama(1997:756)はこの文における rthe man drinking 
martiniJを変項を持つ非指示的名詞句であると分析している。
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名詞匂の「内包性j と連体修飾(三好伸芳)


















(18) a. 選手がプールで泳いでし 1るのを見た。
b. 男がバッグpを奪って逃走したのを見た。





















文と向じように、 「プー ルで、泳いでいるjは「見るj と問時のものだと解釈されなけ




























































































































































































(35) モデノレMと値割当てgに関する αの内包を'In41，g(α) ，で表記することにする。
(36) モデノレ M、可能世界 i巴I、時点 j巴j、および値観当て gに関する αの外廷を
'ExtM.~j，詰 (α)，で表記することにする。
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